
16広報しろさと

ご
あ
い
さ
つ校

長
　
小
野
　
　
昭

本
校
は
城
里
町
唯
一
の
高
等
学

校
で
す
。
地
元
に
根
ざ
し
、
地
元

の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
、
開
か
れ

た
学
校
、
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
学

校
づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
常
北
高
校
が
ど
ん

な
学
校
な
の
か
を
、
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
今
回
は
紙
面

を
借
り
て
、
十
月
以
降
の
学
校
行

事
に
つ
い
て
は
生
徒
の
体
験
談

を
、
ま
た
進
路
状
況
に
つ
い
て
は

概
要
を
掲
載
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

教
職
員
一
同
、
地
域
の
皆
様
に

愛
さ
れ
る
高
校
・
誇
れ
る
高
校
を

目
指
し
、
心
血
を
注
ぎ
努
力
を
惜

し
ま
ぬ
覚
悟
で
日
々
教
育
に
あ
た

っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
今
後
と

も
、
地
域
の
皆
様
の
ご
助
言
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
回
、
学
校
行
事
の
中
か
ら

【
留
学
生
受
入
・
春
園
祭
・
ツ
ー

ル
ド
常
北
・
共
同
宿
泊
学
習
・
生

徒
海
外
研
修
】
の
生
徒
体
験
談
を

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

留
学
生
体
験
談

カ
タ
リ
ー
ン
・
エ
ネ
ェ
デ
ィ
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
）

常
北
高
校
は
、
み
ん
な
と
て
も

優
し
い
。
一
週
間
は
す
ご
く
短
か

っ
た
け
れ
ど
、
た
く
さ
ん
の
友
達

が
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
。
一
番
印

象
に
残
っ
た
の
が
ツ
ー
ル
ド
常

北
。
み
ん
な
と
一
緒
に
頑
張
る
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
私
は
こ

の
素
晴
ら
し
い
体
験
を
ず
っ
と
忘

れ
ま
せ
ん
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
原
文
の
ま
ま
）

イ
ク
マ
ル
・
ナ
シ
ル
（
マ
レ
ー
シ
ア
）

今
回
の
留
学
を
と
お
し
て
会
得

し
た
経
験
を
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

に
い
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
こ
常
北
町
で
、
短
期
間
で

し
た
が
多
く
の
人
と
の
出
会
い

や
、
高
校
の
音
楽
部
・
弓
道
部
で

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。
皆

様
に
再
び
会
う
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
二
学
年
　
大
津
悟
・
和
訳
）

（
常
北
中
出
身
）

春
園
祭
（
文
化
祭
）

三
学
年
　
益
子
　
　
繭

（
内
原
中
出
身
）

文
化
祭
ま
で
に
、
い
ろ
い
ろ
な

問
題
が
あ
っ
た
。
ス
テ
ー
ジ
発
表

（
ダ
ン
ス
）
が
う
ま
く
い
か
ず
、

前
日
ま
で

口
論
し
、

練
習
も
ま

ま
な
ら
な

か
っ
た
。

本

番

当

日
。
す
ご
く
ド
キ
ド
キ
だ
っ
た
。

失
敗
し
な
い
か
不
安
だ
っ
た
。
で

も
、
何
と
か
や
り
終
え
、
す
ご
く

気
持
ち
良
か
っ
た
。
諦
め
な
い
で
良

か
っ
た
。

一
曲
、
踊
り
た
く
て
も
完
成
せ

ず
心
残
り
の
部
分
も
あ
る
け
ど
、

皆
で
楽
し
く
踊
れ
た
か
ら
悔
い
な

し
。
最
高
の
文
化
祭
に
な
っ
た
。

ツ
ー
ル
・
ド
・
常
北

三
学
年
　
細
谷
　
敦
美

（
常
北
中
出
身
）

毎
年
行
わ
れ
る
常
北
高
校
独
特

の
行
事
、
ツ
ー
ル
・
ド
・
常
北
。

私
は
い
つ
も
賞
に
は
ほ
ど
遠
い
順

位
だ
っ
た
。
今
年
は
三
年
、
最
後

の
チ
ャ
ン
ス
と
な
っ
た
。

例
年
、
前
半
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

で
力
尽
き
て
し
ま
い
、
後
半
は
バ

テ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
ス
ピ
ー
ド

も
出
ず
、
坂
も
登
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、今
年
は
大
丈
夫
だ
っ
た
。

後
半
直
後
の
坂
は
さ
す
が
に
登
れ

な

か

っ

た

が

、

そ

の

後

は

順

調

に

進

ん

だ

。

途

中
係
員
に
、「
十
位
だ
よ
」
と
声

を
か
け
ら
れ
た
と
き
は
驚
い
た
。

ス
タ
ー
ト
で
出
遅
れ
た
の
で
、
も

う
入
賞
は
無
理
だ
と
思
っ
て
い
た

か
ら
だ
。結
果
は
十
位
だ
っ
た
が
、

最
後
に
賞
が
取
れ
て
嬉
し
か
っ

た
。
メ
ダ
ル
も
以
外
に
重
く
、
と

て
も
い
い
記
念
が
で
き
た
。

共
同
宿
泊
学
習
（
福
島
県
）

一
学
年
　
田
口
　
恭
平

（
水
戸
五
中
出
身
）

今
回
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ

（
福
島
県
）
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス

の
伝
統
や
文
化
を
数
多
く
学
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
テ
ー

ブ
ル
マ
ナ
ー
は
と
て
も
か
っ
こ
い

い
と
思
い
ま
し
た
。
最
初
、
ナ
イ

フ
と
フ
ォ
ー
ク
は
非
常
に
食
べ
に

く
く
て
不
思
議
で
し
た
。
結
局
、

短
時
間
で
は
慣
れ
る
事
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た

が
、
い
つ
か

は
覚
え
た
い

と
思
い
ま

す
。そ

の
他

に
も
、
建
築
様
式
が
違
う
点
や
ス

ヌ
ー
カ
ー
（
ビ
リ
ヤ
ー
ド
）
な
ど

イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
興
味
を
も
っ

た
の
で
、
英
語
の
学
力
を
つ
け
、

も
っ
と
視
野
を
世
界
に
向
け
て
い

き
た
い
で
す
。
も
ち
ろ
ん
イ
ギ
リ

ス
だ
け
で
な
く
世
界
の
国
々
の
文

化
や
伝
統
、
宗
教
な
ど
幅
広
く
勉

強
し
た
い
と
、
こ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ヒ
ル
ズ
に
行
っ
て
改
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

生
徒
海
外
研
修
を
終
え
て

本
年
度
は
左
記
の
通
り
研
修
が

実
施
さ
れ
た
。

①
目
的
地
　
サ
イ
パ
ン

②
日
時
　
２
月
24
日
貅
〜
28
日
豺

③
学
校
名
　
カ
グ
マ
ン
ハ
イ
ス
ク

ー
ル

④
研
修
生
徒
　

大
津
　
　
悟
（
二
年
一
組
）

竹
添
佐
由
里
（
二
年
一
組
）

歓
迎
会
・
エ
ー
ル
交
換
・
ス
ポ

ー
ツ
交
流
・
カ
ル
チ
ャ
ー
交
流
・

英
会
話
教
室
・
授
業
見
学
な
ど
短

い
な
か
で
、
心
温
ま
る
楽
し
い
研

修
が
で
き
た
。

常北高校のホームページもご覧下さい
http://www.johoku-h.ed.jp
E-mail:admin@ johoku-h.ed.jp 

留学生（イクマル、カ
タリーン）

ツール・ド・常北

共同宿泊学習

常磐大 

茨城キリスト教大 

つくば国際大 

流通経済大 

放送大 

茨城女子短大 

つくば国際短大 

常磐短大 

その他 

就職他（47名） 

公務員（自衛隊） 

サテライト水戸 

中川製作所 

川辺鉄鋼 

カクライ 

匠興業 

その他 

５名 

２名 

１名 

１名 

１名 

２名 

２名 

２名 

20名 

 

３名 

４名 

２名 

２名 

２名 

１名 

３３名 

（常北３・水戸一１・水戸五１） 

（赤塚１・双葉台１） 

（赤塚１） 

（水戸二１） 

（桂１） 

（常北１・水戸五１） 

（笠間１・双葉台１） 

（常北１・双葉台１） 

　 

 

（常北２・水戸一１） 

（桂１・常北１・水戸五２） 

（常北２） 

（大宮１・常北１） 

（桂１・常北１） 

（常北１） 

進学(大学10名　短大6名　専門20名） 
平成16年度　進路状況 

は
る
そ
の

は
る
そ
の
常
北
高
校

常
北
高
校

春園祭（ブラスバンド）


